














































1) 以下の部分， E若本との対照は，香JII 1984 : 307を参熊。




4) 治生 f平等覚経jは同じor無量寿経jでは f鐙務J(274b27）と改められている。
5) 相給活 f平等党経jは同じ。この「相Jは，動認の前に置いて，行為が相手に及ぶこ
とな示す。「穏」のこの用法については，日D.7. 1135b ( 3) ( r史吉田なごでの用例が挙げ
られている）やG狂X.646山647(r詩経Jr漢書jなどでの尽例が挙げられている）を参照。
「給活Jvt, 1L典にのみ見える表現。本経と次の二例は「養うJの意味。支謙訳 1三品弟
子経Jr希望供養，欲得銭財穀吊，給jき妻子。J(T. 17, No. 767, 70lal9f.）；譲受等訳？緊愚
経i「爾時議簿以三千滞金。千雨務総，子商務殺，千溺用侯船上所須。絵故大手干給活姿子。
使於海透施f乍大船。」（T.4. No. 202. 422b2f.）。それ以外は，「自給活jで「自らを養う，生
計を立てるjの意味で使われている。例えば支議訳？党網六十二見緩i「有異道入，受入信
施食，作畜生業，以自給活。J(T. 1, No. 21, 265al9f.）；法立・法斑訳『大接決経j「後次穀
索劫時，人行掃街，市里均穀，以自給活。J(T‘1, No. 23, 302b26f.）；僧伽提婆訳？増萱照
合経if後世人母蛍篤女作媒，勝他男子輿房室。母住守内，従得財物，持用自給活。父亦伺









心配する 11)0 思いに患い，ため息を繰り返し 12），心配と不安にかられる 13）。「不意に，
突然、の洪水・火事・盗賊・’恨みをいだく者や債権者14）によって，流されたり，焼か
れたり，強奪されたり 15），乱入されたり 16），溺れたりする 17)J （のではないかと）。
＼此乳牛，便燐其乳，以自給活。欲作酪蘇，不知法用。 1Jlt以弊器，冷暖不適，党不成酪，亦
不得喜本。」（T.12, No. 376, 865a20f.）；仏陀什訳 f五分律Jr或枕酒食，不能除断；或募作邪
命， J.j、自給活。J(T. 22. No. 1421. 192cl2f九『無差寿経jでは「自給済」（274b27；「自ら
を養う，主主計を立てるJ）と改められている。
6) 皆滋共 f王子害事覚経jはi湾じo r無量寿絞iでは「共」（274b28）と改められている。
「皆苦言共」は「皆悉共jの誤写か。本経の別の箆月号でも「皆会Jを「皆悉Jの誤主主と推測
した（訳注［四］注［12］）。「皆悉共Jは，業員義の字を三つ重ねた表現で仏典に多出する。
失訳 5不返事事法翰経Jr彼誇菩薩皆悉共取七主要蓮華若干種色。」（T.9. No. 267, 227blf.）；悶
那機多等訳；起世経Jr世照衆生皆悉共有三種悪行。J(T. 1, No. 24, 346a2f.）；僧倣提婆訳
？中肉含経i「彼持八高四千夫人及女資皆悉共前詣大蕃児玉。」（T.1, No. 26, 517bl2f.）；地
婆誇羅訳『方広大荘厳経jf諸天龍鬼神皆悉共隠待J(T. 3, No. 187, 54la23f.）。
7) 廃鋳 「扉鐙J(bing ying）は河じ韻字を重ねた畳韻語。「さまよう；うろたえるjの
意味。 HD.4. 4laには『国語・呉諮i「王親独行，界管f方f皇於山林之中jなどが引かれてい
る。
8) 紫念怠慮 『王子等党経jは同じ。 f無量寿経jでは f累念積I慈J(274b29）と改められ
ている。
9) 鴛心走使 底本の「矯心f安定jを？平等党経i「2奇心（←之）走使J(29~c24)' r無量
寿緩jr~心立を使J (274b29）に拠り改める。「主主使Jは fそば仕え，走り仕え；仕えるJ
の意味。 Kr油（1998).618, Krsh (2001). 410を参照。
10) 六畜 鳥・牛・ 2手・鶏・犬・ 1哀を指すが，ここでは家畜の総称。 HD.2. 4laには f左
f云jなどでの用例が引かれている。
11) 復共憂之 f平等党経j・1無蚤寿緩jも同じ。 f共jは f皆，すべてjの意味であろう
か。
12) 累息 HD. 9. 789aには f楚辞jなどでの用例が引かれている。
13) 慾恐 f王子等党経jは同じ。辞書類に採られていない。 f無量寿経jでは f愁怖j
(274c3）と改められている。
14) 怨家僚主（←怨主f資家） 諮本に「怨主イ資家Jとあるが， f平等覚経j(293c28）と f然
量寿経J(274c3）により，「怨家僚主jと改める。
15) 撃（←繋） 本経の高重量蔵本・房出石経本と？平等党議jの高麗蔵本・房山石経本には
「繋jとあるが，本経・ 5平等党総jの宋版などには「撃Jとある。 5無量美子経jでは f劫
奪J(274c4）と改められている。
16) 唐突 本経の宋版などには「搭挟jとある。『乎等覚経jの宋絞などには f搭突jとあ
るo HD. 3. 368a「唐突jには f詩経・実l玄築jなどでの用例が，またHD.6. 816b「搭突J
には貌代？人物誌jなどでの用例が引かれている。「楼突J(HD. 4. 1272a；杜帯＞. r業突j






17) 唐突汲溺 f王子等覚経jは悶じ。『無量寿経jでは f消散磨滅」（274c4）と改められて
いる。
18) 愛護 HD. 7. 687bには渓代の用例が引かれている。 f毒」にも f憂うjの意味がある
(HD. 7. 822bには m子jなどでの用例が引かれている）。従って「愛毒jは同義語を重
ねた表現。「とても悲しむJfとても心配するjの意味。仏典にも用例は多い。例えば，重量
来.f.長友詳訳 f中本起経j「其年七歳，得病，使亡。其父憂議，臥不安席，不復飲食。」（T.
4, No. 196, 160alf.）；鳩摩緩イ十訳『産量詞般若波羅蜜経jf“警如新喪父母甚大霊童，菩議！））＇如
是行殺若波緩鐙，悪魔甚大変毒。”“世尊！位一悪魔愁毒，三千世界悪魔皆悉愁議耳目？”“須
菩提！是誇懇践皆悉愛議，各於坐慮不能自安。”J(T. 8, No. 227, 579al2f.）など。




f手E寺採来，心主語？公松。 f印章号蒼天，不様雲間。J(T. 3, No. 152, 9c27f.）；向 f弟・…・・奪番之治
郎所。冶締承芸書，投弟子火，父心松怯稲怖，選使室長先0 ・…・・父霧潟述。兇巴宗主灰失。J
(26a23f.）；程曇般主主流支訳『正法念処経jf若重量行時，令入額申，心動恰j公，或如失身，
或身動揺，不能際限，…・・J(T. 17, No. 721, 386bl7f.）；向「見冷暖風，若不調瀬口中味甘。
其心松松，不憶飲食。若欲坐議，別主主疑怠。舌重難語，或E図喉痛，気1慮実感，心中臭気。
…・・」（393a2lf.）。訳注（三）注（47）「妊松Jも参照。



















云何乃爾？”J(T. 4, No. 202, 423cl9f.）；支婁迦議訳？殺舟三味経i「心一反念， f弗悉夜前
立。一切返不復願，適無所生慮。」（T.13, No. 418, 904a25f.）。 f綴捨Jは「釈放する。放
す」の意味。 HD.9. 1002b「縫合・縦捨jには｛荘子jなどでの用例がヲlかれている。
25) 或坐鍵毅 『平等覚綬jは同じ。 f祭最寿経jでは「或坐擢待J(274c6）と改められて
いる。この「或」（ここでは「場合はJと訳した）は，後に「或時（坐之，終身？と命）」
(312a24）とあるのを参照。「坐Jは「ーの勢で，ーによって」の意味（GHX.886-887を
参照）。 f捲裁」はここでは「傷つける，痛めつけるjの意味。 HD.6. 838bには渓代，主紹













ナトI1990：中ナM古籍出版社， p.324；玉三雲路 ri美重量六朝詩歌諾言語宗務Jil安 1997: I淡西人民
教育出版社， p.7参照）。上述の様に『無量寿経jでは円程砕Jと改められている。
26) 終身亡命 ？平等党経jには f終亡身命J(294a2）とあるor無最寿経jでは「身亡命
終」（274c6）と改められている。後には「終身天命J(312a24）という類似の表現があり，
それは 5平等党経if無量美子経iも同じ。




28) 有是憂懐 f平等党経jには「有此愛憧J(294a3）とあり， 5無量寿経jでは f亦有新
窓、，憂懐蕊端J(274c7）と改められている。
29) 勤苦若此 高麗蔵本・房山石経本には f勤苦此」とあるが，本経の宋版などと？平等
党経J. r無長寿経jの読みにより改める。「苦」と「若Jが似ているために起きたー穫の重
字脱落（haplography）。後には，「勤苦如此J(312a23）とある。「勤苦jは先秦の文献から
見える表現だが，仏典では f苦しみ，苦しみを受けるjの意味で使われる。 Krsh(1998). 
330-331, Krsh (2001). 419-420。訳注（二）注（22）も参照。
30) 結衆寒熱 ？平等党経J• r無差寿絞jも伺じ。「寒熱jは悪妻美と熱病のことか。吉成撰





32) 窮困苦芝 『平等覚経jtこは「窮図乏無J(294a4）とある。 f無量寿経jでは f図乏常
無J(274c8）と改められている。 f窮悶Jは貧窮の意味。 HD.8. 46lbには 5萄子jなどで
の熔例が引かれている。本経の f苦乏J（「貧しさに苦しむJ）と f平等党経jの f乏無J
（「すっからかんJ）のどちらの読みが本来的か決め難い。間t量寿経jの読みは後者な踏ま
えている。
33) 努等 間義字を重ねた表現。 HD.12. 1433b fこは f釈名iなどでの用仰が引かれている。
34) 適小具有 『平等覚経jは同じor無量寿経jでは「適欲具有」（274cl2）と改められて
いる。
35) 賜援 本綬の高箆蔵・宋版（房山石経本は欠損）および f平等覚経jの宋版はこう読
む。本経の元・明本及び；平等覚経iの高麗蔵・元・号号本には「鰯登」，房山石経本には
「異!T議J(I新J之「重量J; HD. 6. 1063a [10], GH. 983b [18] －〔23］を参照）とある。「賜jに




































45) 皆滋務遼去 f平等党経jは同じor無量美子経jでは「皆Jが省かれている（274c16)0 





47) 以下の部分，諸本との対照は，香川 1984: 309を参照。













49) 世人 f王子等党経jは向じ。 5無愛寿経jでは f苦土問人民」（274cl7）と改められている。
50) 居天地之隠 5平等党経jは同じ。 f無量寿絞J(274c18）では主主かれている。




53) 不曽有食情 f平等党経jには f不含有食J(294al7）とある。？無差寿経jでは「無得
食惜J(274c19）と改められている。
54) 言言色滋和 『王子等党経jは同じ。 f無量寿緩jには f言色常利J(274cl9）とらる。後に
も，「不犯諸悪，言色蛍和，身行設事」（315c9）とあり，それに対応する？平等党経jには
「……，言言色予言（宋版などは 11言J）和，……J(297c14) とある。 f食」「常jf尚jの交替
に関しては，訳注（一）注（101）・訳注（六）注（28）など参照。
55) 或儀 f平等党経jは同じo r無愛寿経』では「或時」（274c19）と改められている。
「或jもIt器；Jも「もし」の意味。同義字を重ねた表王見。





59) 然之愁議 f平等党経jの高麗蔵本には f殺之愁毛筆J(294a20）とあるが，誤写で宋版
などの「然之愁毒Jが正しし、。 5無愛寿経jでは「然合主義畜怒」（274c22）と改められてい




62) 皆常欝相生億，更棺報復 『王子等党経j は同じ。『無量寿経j では「皆蛍毅主主，~相報
復J(274c23）と改められている。 fお相Jは f吏相Jに同じく［互いに」の意味。 Krsh
(1998). 109-110を参照。後に「更相突泣，事事相思慕，……設相顧慾J(312clf.）とあるが，
この「更相J.「縛相J. r設秘」も「互いにjの意味。 f生f直Jは仏典によく出る表現。例え
ば，康｛首会訳 f六度集経if頼蒙宿詐，生f蔭f弗役」（T.3, No. 152, 23c10）；竺仏念訳 f出日程
経jf人身難得；傍若士数遇。生｛夜中図亦復難透。J(T. 4, No. 212, 725bl5）；翠曇殻若流支訳
？正法念処経i「我今生此，得善来報，生値父母。我今供養。」（T.17, No. 721, 14lal 7）。
63) 濁往，濁来，濁死，猶生 『王子等党経jには「溺主主， Z努去，死，主主」（294a22) とある。
『無最美子経jでは「j寄生，弱死， j誇去，務系」（274c24）と改められている。












入所従来，普慈愛化。女n人視珠。J(T. 1, No. 42, 827al9）；竺曇無機訳 ri尼裂経jr 1邦見天












69) 莫能見（者〉 ？平等党経J• r無羨美子経jの読みに拠り， f者jを補う。
70) 養悪蕗然追透所（←行）生 f王子毒事覚経jには「……追逐往生J(294a25), ？無量寿




71) 窃窃冥冥 ぼんやり，薄日音くはっきりと見えない様。 HD.8. 44lbにはお佐南子・精神
訪日「古未存天地之E寺，惟f象無形，~~完冥冥J などの例が引かれている。仏典にも多く出る。
72) 甚難〈甚霊堂〉得復相僚 「甚難Jを檎う。 f平等党経J(294a27）と f無長寿経J(274c29) 
には「甚難甚難復得相伎」とある。
73) 家拳 ？平等覚経·~ (294註27）と f無最寿経j(274c29）には「衆事jとある。本経の別
の箇所に類似の表現が見える。すなわち，「何不築設事，行求道徳？J (3llc29）。
74) 各養強健待 f無量美子経J(275al）はj弓じor王子等党綬J(294a27）には f各勘強健持J
とあるが，誤写。 f愛Jは「ーの照にjの意味。 ZXYL.354-355, Zhu 110, Krsh (1998). 281 
を参照。注（153）参照。
75) 努力望書巻 f平等党経Jvこは f努力カ矯蕃」（294a28；宋絞などは本経と向じl.r無最
寿経jには「努力勤修養J(275al）とある。
76) カ精進 『平等党経jの高麗蔵本・房山石経は同じ。その宋版などと f無量寿経jには
f精進J(275al）とある。
77) 求度t堂， RJ得掻長霧 f平等党経jの高麗蔵本.t喜山石経には「＊茂投，……j
(294a28）とあるが，誤写。 f無量寿経jでは「産宣度世，可得極長生」（275al）と改められ
ている。本経の別の箇所に類似の表現が見える。すなわち，「｛可不棄世事，行求道徳？可得極









とになろう 88)0 89）先桂から子孫へ相続される教えを代々開き受け継いでいく。 90）先
＼ 「度世」は，仏典以前から見える表現で，本来は f俗世間宏去って神仙世界にわたる」の
意味。 HD.3. 1225aには f楚辞・遠遊j「欲度世以定、続分jなどの例が挙げられている。















85) 震（←終）祭有是 本経と『無養素手経J(275a5）には「終無有是」とあるが， f平等党
経iの「言無有是J(294b3）が正しい。
86) f塁 後渓・三0待代から fしかし，だが」と緩い反転を意味するようになる（志村良
治？中国中世誇法史研究j，三冬校 1984, p.97) o HD. l. lお9b( 5) （重量代）， ZXYL. 93 
（三闘志［菱電略］）， GHX. 85 （公孫龍子！？，貌略）も参照。
87) 坐是故 f坐…故Jは「坐Jとおなじく「ーの勢で，ーによって」の意味。 f無量苦手
経JIこは r~長此放」とある（275a5）。
88) 怠良晃之 文字通りには「速からず自分でこれらなみる」。 rliJは f速からず，まも
なくJの意味。 GHX.423, （ニ）を参照。 f之Jとはこの文脈では，お菜応報・輪廻転生を
指すと，思われる。
89) 更梅代間前後相続；轄椋承受父総数令 このこ匂は対をなし，同じ意味を重複して表
現している。前半は， f王子等党緩jには「吏相看視前後〈格綴つ）J (294b4）とあり， f無
量寿経jでは「更相殺視先後同然、J(275a6）に変えられている。本経には f代間」とあり，
5平等覚経jには「肴視Jとあるが，「承受Jと対になっている点から， f代向Jが本来的
















く。 96) （老幼・兄弟・夫婦の死の） Jil買序が逆になるのは，無常の根本の姿だ。誰もみ
な過ぎ去っていき 97），永遠に留めることはできない98)0 
＼なっていない0
91) 不見大選 f平等党経jには「不見天道」（294b6）とあるが，誤写であろう or無量寿
経J(275a8）には対応する勾がなし、。
92) 殊無有能見人死生有所趣向，亦奨能知者。溺無有見善悪之進，復無語者 二つの文が
対になっている（「殊無」と f適無j，「亦莫」と f復無Jなど）。 I平等覚経J(294b6）で
は「死生jが f生死Jになっている以外は同じ。「死生」はここでは f死ぬJとし、う意味で




93) 食用作蕃悪，様徳， E央苦手，禍部各自競作。主義之潟，殊無事Z怪也 難解or平等党経jは
河じor無登寿経iでは「吉凶，禍福競各作之。無一怪也J(275a9）と童書き改められている。
「矯用J は類義字を重ねた表現か。 r~央空手」は注（66）を参照。「禰罰j は f災いと懲罰j















(T. 15, No. 638, 538a22f.）。
97) 過去 ここでは「過ぎ去るJの意味。渓訳仏典から見える表現。 HD.10. 958a.過去
( 3）には f朱子語類iなどでの用例が引かれている。












99) 教語路導 f教語Jは辞書類に採られていない。 f関導jは古典から見える表現で，
日D.12. 64aには 5窃子iなどでの用例が引かれている。
100) 信選者少 f平等覚緩jは同じ。 f無量寿経jでは「信之者少J(275al3）と改められて
いる。






103）践冥抵突 f平等覚経jは問じ。 f無量寿経jでは「際 （v.l.蒙，壕）冥抵突j
(275al4）とある。本経に後には f溺塞際線J(312c5）という表現が出る。「践;i¥l;J，「際
築J，「家主主Jr駿槙」などは河義字を重ねた表現。辞書類には採られていなし、。逆にした
「冥室長J(HD. 2. 454b），「冥際J(HD. 2. 457a), f膜駿J(HD. 5. 820a）などは辞書に採られ
ている。「抵突Jは類義語を重ねた表現で「ぶつかる，つきあたるJの意味。 HD.6. 477a 
は f三国志jなどの用例を引いている。
104) 綬諮 ｛平等覚経jは悶じor無量寿経jには r＊霊法J(275al4）とある。
105) 各欲快窓，心不計慮 f王子等党絞』は向じ。 f無量寿経』では f心無遠慮，各欲i失意」
(275al4）と改められている。
106) 懇獲 f平等党経』は同じ。 f無量寿緩』では「疑惑J(275al5）と改められている。
107) 不解 f平等覚経jは同じor無量寿経jでは「不透J(275al5）と改められている。
108) 迷惑 f平等党経jは同じ。 f無量寿綬jでは「迷i交J(275al5）と改められている。



















113) 或時家室中外 『平等党経jはi可じ。 f無差寿経jでは f或時築家」（275al7）と改めら
れている。「或時jはここでも「～場合はjの意味であろう。注（48）を参照。
114) 歪於死生之義 f平等覚経』には「更於生死之義J(294bl 7）とある（誤写？）。 f無量
寿経jでは「一死一生J(275al8）と改められている。上に「至於死生之道，事事相綴立J
(312b21）という表現が出た。注（94) ~参照。「死生j はここでも「死ぬj という意味
であろう。注（92). (94). (101）を参照。「死ぬという道理に直面して」という意味か。
115) 更梼突涙（←泣），鱒穏思慕 底本の「突泣jを本経の宋版など（房山石経本はこの部





116) 菱念憶絡 f王子等覚緩jは向じor無登美子経jでは f憂念結縛J(275al9）と改められて
いる。「僚結Jはすでに出た「絵償jと同じ意味。注（20）を参照。憂いや怒りが心に畿殺
していること o HD. 7. 733bにはねヒ史iでの用例が引かれている。次の「恩愛綴緩jと対
をなす。
117) 慈愛緩綴 f平等覚経jは同じ。 f無量寿経jでは省カ逸れている。「緩綴」は他に例を見
ない表現。「まとわり続く，まとわって離れないjという意味か。上の「憂念演結jと対を
なす。
118) 心意著痛 f平等党経J(294bl8）と f無量寿経J(275al9）には「心意痛著jとある。
「心意事苦痛Jは温渠京声訳 f譲王緩jにも出る。「人命欲終，身緩不寧……白汗由民流出相
緩，心意著痛，議事事消滅，無所復知。J(T. 14, No. 514, 786al7f.）。この f著痛Jは「痛み
に襲われる。痛みを受けるjという意味であろう o HD. 9. 168a.鷲（3), GHZ. p. 963b.着
（著） (3), (5）を参照。もし f痛著Jが正しければ，この「著Jは動認の後について，
状態・行為の持統合示す最も王手い例となる。その様な用法に隠しては，柳土鎮 f重量普南北
朝歴史語法j南京 1992：南京大学出版社， p.115 ; ZXYL. 636f. ; HD. 9. 430b.著（8）；龍
国富問主薬訳経助詞研究j長沙 2004：潟南部範大学出版社， pp.64ff.などを参照。




120) 獲夜縛落語，無有解時 f王子毒事覚経jの f登夜無有解待J(294bl9）は誤写or無長寿
経jでは「窮日卒歳無有解己J(275al9）と改められている。「終凝」は竺法護訳 f等自主芸
議所間三味経JI普緊菩議志願，彼無縛凝」（T.10, No. 288, 576a27）；鳩摩羅什訳 f大樹祭
那羅王所関経jf知一切法本性絞毒事，本無縛E疑放。J(T. 15, No. 625, 385c5）；同「出家是離
縛擬之器。」（T.15, No. 625, 385c8）と出る。
121) 教視道徳 房山石経本及び f平等覚経J(294bl9）には「教示jとあるor無量寿経j
では f教語J(275a20）と改められている。 f道徳」は訳注（七）注（100）を参照。なお，
f示すJの意味で「視Jを使うのは古い用法でらり， f詩経J. r宇し吉田.r漢書jなどに多く




























た畳韻語。 fさまよう；ぐるぐる図るjの主主味。 HD.1. 1366aには渓代の賦などでのこの意
味の用例が引かれている。他方， f金大力・康孟詳訳 f修行本起経jf夫老者，年誉根熟，形
祭色衰，…...坐起須人， 日冥王干塁塁，使旋Eln忘，言報悲哀，官会命無幾。故調之老。」（T.3, 
No. 184, 466b25f.）；支議訳 f八郎経j「silil痛落，行歩若様， E長起将E今，変悲悩苦，議干i同事




127) 無可那何 ？王子等党経J(294b22) . r無景寿経J(275a23）には「無可奈何jとある。
128) 以下の部分，諮本との対熊は，香Jl1984 : 313を参照（。
129) 総狼僚議 「総l猿Jは， HD.9. 997aでは漢代，王符 fi替夫論jや貌｛－＼；，劉W1；人物
誌jでの用例が挙げられ，「集まっている様子Jとある。康f首会訳 5六度集絞jf王日：“殴
事多古文， j主主民苑中。”太子令之深慮苑内。王寺主総！猿，忘之六日。忽然活日：“党志放在
予つ”疾呼之主主。J(T. 3, No. 152, 30a27f.）および傍倣紋澄等訳日前加経科所集経i「衆生













い 137）。そのためでたらめに行動し 138），天地（の道理）に逆らい 139），人間らしい心

































道の者，怒人J の意味。「；＇~l隠j も同義字を重ねた表現で， fまかせる。言うとおりにす
る」の意味。 HD.7. 506bには晋代，家宏；後渓紀jなどでの用例が引かれている。
142) 累t量動管 ？平等党経jは同じ。 I無表寿経jの流布本・宋版なども向じ。諮本で「勤
苦」とあるところ， 5無長寿緩j の~麗蔵本・房山石経本は「恕菅j にするが，これは f慾
（出勤）苦Jの誤写。
143) 展欝愁慈 f平等党経jは同じor無翠：寿経jでは IJ.l主蒋主主中J(275a29）と改められて
いる。 f展事事Jはここでは「次々にjの意味。訳注（五）注（95）を参照。「愁毒Jは注
(59）参照。














145) 然有出（←止）期 本経の誇本には「止期jとあるが， f平等党経J• r無最寿経jの読
みにより f出期」に改める。




147) 人賂是故坐不得議 rm是故jは fこの理出でJの窓味。訳注（六）注（76）を参日言。
「坐jも fーのせいで，～によってjの意味。訳注（三）注（48），訳注（六）注（75）を
参照。






150) 後葉答者， E雪堅持〈之〉，勿妄望書非，主主作諸警 本経の誇本には f蛍堅持Jとまbるが，
覚経j (294c4）により f之」を補う。 f無量寿経jでは「擦其蕃者勤前1行之」
(275b4）と改められている。「主主Jはここでは f大いに」の意味。訳注（三）注（51）を
参熊。
151) 大小多少愛欲之策皆不可常得 f平等党経jは同じ。 f無量寿緩jでは f愛欲祭禁不可
常保J(275b4）と改められている。ここの「得Jも「留めるJの意味か。注（98）な参照。





153) 愛偽世時 f平等党経J(294c6）には「勘（v. l.勧，受）偽世持」とあるが，誤写。
「愛Jは「ーの間にJの意味。注（74）参照。 f無量寿経jでは f愛｛路夜役J(275b5）と
改められている。
154) 英有信受偽経語深，奉行道徳，皆是我小弟也 『平等党経J(294c6）には f其存信愛





















「其jは「もしjの意味。 HD.2. 102a ( 4) ( 3 ) , G狂x.407bは 5日氏春秋j・5荷予jな
どでの用例を引いている。「荷jは fーしたばかりJの意味。 HD.1. 525a ( 3), GHX. 162 
にはじ葉書iなどでの用例が引かれている。「経戒」については訳注（一）注（53）を参照。
156) 其有欲出身去家，捻喜妻子，絶去財色，欲作沙門，気備作比丘者，皆是我子孫 ？平等覚
経jには r・・H ・，欲来作沙門，……J(294c9）とある。 f無愛美子育圭jでは省かれている。
「出身去家Jの「出身」はここでは「出家するJの意味。この意味は辞書類に採られてい
ない。次の f出身」も同じ意味。東晋代，竺袋無翻訳？五苦掌勾経j 「若手正賢者，唐家~道，
厭世所有苦空非身，常欲出身魚道，録家妻子， 2言就羽締，受持法板。J(T. 17, No. 741, 
545al4f.）；唐代道宣撰？広弘明集j rr道士法稔経j 言：“若~沙問，思念無最，願早出身，
以習仏真。”」（T.52, No. 2103, 162al 7f.今 169a25f.）。「絶去Jは類義字z.重ねた表現。 r'.li急
俄」は fイムのもとで」の意味であろう。 HD.6. 1106b (31) ( 3), G註.1387b (92）ー（101)
には， f主義jが f子J「於J「夜」の意味になる例を？妥氏春秋jなどから51いている。
157) 我澄茎霊童得｛直 ？平等覚経jはi可じ。 f無量寿経jでは4きかれている。
158) 其有原欲生向矯陀偽騒者，可得智慧勇猛，童書衆所尊敬 子王子等党経jには「其宥願欲生
無差清浄機感者，……J(294cl0）とある。 f無量美子経jでは f其有：＂£ (v. l. ：＂£心）願生安
祭園者，可得智慧明達功徳殊勝」（275b6）と改められている。「智慧勇猛Jは訳注（一）
設（8）を参照。




160) 経 ここでも f経典」ではなく，「教えjの意味。訳注（一）波（19）を参照。
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